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令和 5年度予算見積調書(2月補正予算) 課室名:

説明事業

特別支援教育課
担当名: 総務・振興助成担当

内線: 6887 (単位：千円)
会計

P35 特別支援学校通学環境充実事業費 一般会
計

教育費 特別支
援学校
費

項
特別支援教育
振興費

スクールバス運行費
番号 事業名

事 業
期 間

昭和48年度～ 根 拠
法 令

なし

款

針路 05
分野施策 0504

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

4
4-1,4-2

　教育機会の保障を図る上で、特別支援学校の児童生徒
の障害の実態に応じた、安全な通学手段の確保は必要不
可欠である。
　そのため、スクールバスの運行委託を行う。

　ア　スクールバス運行委託(指定継続事業)
　　　入札差金による減額(県分)　△ 15,063千円
　イ　コロナウイルス対策のための増便
　　　入札差金による減額(国庫分)△138,518千円

（１）事業内容
　　　安全な通学手段の確保のため296台のスクールバスの運行を委託する。
　　ア　スクールバス運行委託(指定継続事業)　　2,720,991千円
　　イ　コロナウイルス対策のための増便　　　　　129,442千円

（２）事業計画
　　ア　スクールバス運行委託
　　　　　　　　　　　大型ﾘﾌﾄ　中型ﾘﾌﾄ　小型ﾘﾌﾄ　1BOXﾘﾌﾄ　大型　　中型　　小型　　合　計
　　　　令和4年度実績　　36　　 　35　　　   8　　　  8　　  57　　  119 　   8      271
      　令和5年度計画　　36　　　 35　　　　 8        8      57　　　122      9      275
　　　　　 　　　増減　 ±0　　　±0　　　 ±0 　   ±0　　 ±0 　　  +3　　 +1 　   ＋4
　
    イ　コロナウイルス対策便のための増便
　　　　令和4年度実績    0     　0      　  0      　0     　0    　 23       0       23
　　　　令和5年度計画　　0       0          0        0       0       21       0       21
 
（３）事業効果
    ア　児童生徒の安全確保
　　イ　児童生徒・保護者の負担軽減
　　ウ　運行時間の適正化

（４）補正予算の概要
　　　入札差金による減額

２　事業主体及び負担区分
ア　(県10/10)
イ　(国10/10)

３　地方財政措置の状況
普通交付税(単位費用)
(区分)特別支援学校費　(細目)学級経費
(細節)学級経費
(積算内容)スクールバス購入費等

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.3人＝2,850千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額国庫支出金

決定額 △153,581 △138,518

現計額 3,004,014 267,960 2,736,054

― 教育局 35 ―

未来を創る子供たちの育成

△15,063 2,850,433

質の高い学校教育の推進



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 15,063千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △15,063 ―

合計 △15,063 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

委託料 △15,063 ― 契約差金が生じたことによる委託料の減

合計 △15,063 ―

単位事業名 予算額 △ 138,518千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ △138,518 ― 学校保健特別対策事業費補助金
特別支援学校費補助金 補助率　1/2

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
補助率　定額

合計 △138,518 ―

　

主な内容

事業内訳書

特別支援学校通学環境充実事業費

スクールバス運行委託（指定継続事業）

主な内容

主な内容

コロナウイルス感染症対策のための増便



 

 

単位事業名 予算額 △ 138,518千円

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

委託料 △138,518 ― 契約差金が生じたことによる委託料の減

合計 △138,518 ―

コロナウイルス感染症対策のための増便

主な内容


